
令和２年度 

伯耆町有線テレビジョン放送番組審議会 

書面会議資料 

令和３年３月 

伯耆町有線テレビジョン放送番組審議会 



書面会議の開催について 

昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症予防のため、本会議を書面開催いた

します。 

以下の項目について、別紙「令和２年度伯耆町有線テレビジョン放送番組審議会書

面会議意見書」にご意見ご感想等をご記入のうえ、企画課へご提出ください。 

○「１．報告」には、ご意見ご感想のある項目のみご記入ください。 

○「２．議事（１）自主制作番組に対する意見聴取」には、同封いたしました DVD の

収録番組をご覧のうえ、それぞれの番組に対するご意見ご感想をご記入ください。 

○「２．議事（２）その他」には、日頃ご覧いただいている自主制作番組のほか、 

伯耆町有線テレビジョン放送に対するご意見ご感想をご記入ください。 
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１．報 告 

（１）ケーブルテレビ加入状況について（令和２年１月末現在） 

・加入件数：3,417 件（事業所を含む中海テレビ加入件数） 

・世 帯 数：3,839 世帯（令和 2年 2月 1日現在 住民基本台帳登録世帯数） 

テレビ加入件数 

23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 R02.1 月 

溝口 1,641 1,625 1,616 1,602 1,591 1,589 1,566 1,551 1,559 

岸本 1,694 1,714 1,771 1,777 1,790 1,803 1,810 1,857 1,858 

合計 3,335 3,339 3,387 3,379 3,381 3,392 3,376 3,408 3,417 

＊R2 年度以前は、年度末（3 月末）時点の数値 

インターネット加入件数 

23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 R02.1 月 

溝口 469 486 536 566 579 601 607 617 684 

岸本 950 977 1,047 991 1,004 1,021 1,039 1,096 1,140 

合計 1,419 1,463 1,583 1,557 1,583 1,622 1,646 1,713 1,824 

合計 3,335 3,339 3,387 3,379 3,381 3,392 3,376 3,408 3,417 

＊R2 年度以前は、年度末（3 月末）時点の数値 

0

400

800

1,200

1,600

2,000

2,400

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 R2年度 R3.1月

契約者数の推移

ネット（岸本）

テレビ（溝口）

ネット（溝口）

テレビ（岸本）



（２）番組の放送状況について 
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（３）令和２年度番組モニター実施結果について

 ●募集期間：令和２年６月２５日～令和３年７月３１日

 ●募集結果：５名の募集に対し、３名応募（３名ともモニター経験なし）

●モニター参加者

① 50 代女性、上野在住、会社員

② 30 代女性、長山在住、主婦

③ 30 代女性、吉長在住、主婦

 ●実施概要

期間 １回目：令和 2 年 11 月 16 日（月）～11 月 29 日（日）

２回目：令和 3 年 1 月 18 日（月）～1 月 31 日（日）

  内容 （Ａ）放送全般に関するアンケートに回答（１回目のみ）

（Ｂ）期間中の番組から２日間視聴し、感想・意見を提出

  回答結果 以下のとおり

（Ａ）放送全般に関するアンケート結果

問１．どのくらいの頻度で伯耆町有線テレビ（１１３ｃｈ）を視聴されますか

回答．週３～４日…1名、週１日…１名、ほとんど視聴しない…１名

問２．何時ごろに視ることが多いですか 

回答．平日の１７～２０時…２名、平日・休日の２１時以降…１名

問３．よく視聴するコーナーを教えてください（いくつでも可） 

回答．・伯耆町ニュース  …１名 

    ・ニュースハイライト…１名 

    ・ピックアップ伯耆 …１名 

    ・すくすくほうきっこ…１名 

    ・勝手に探 Q 新   …１名 

・その他（土日の特別放送番組など）…１名 

問４．「問３」で選んだコーナーを視る理由 

【回答】・内容に興味があるため…２名 

    ・出演者に興味がある（子どもが出ているので）ため…１名 

    ・その他（運動会や自分が参加した行事のニュースが流れる日のみ）…１名 

問５．今後取り上げてほしいテーマは何ですか（いくつでも可）

回答．＜２人以上選択したテーマ＞ 

保育園・学校の行事、地域活動、グルメ、スポーツ、ＤＩＹ、掃除・片づけ、 

町内のすごい人、イベント情報、子育て、健康

＜１人も選択しなかったテーマ＞ 

行政情報、動物・ペット、語学、介護・保険など福祉関係 



（Ｂ）番組への意見・感想〔要旨のみ記載〕

回答者１：モニター①50 代女性、上野在住、会社員

①視聴番組 11/23（月）放送、ピックアップ伯耆「運転免許証自主返納者への支援制度」

・番申請方法、支援の活用法などが分かりやすかった

・申請場所は写真などを使った紹介だったので、分かりやすかった

・どんなタイミングで自主返納するか考える良いきっかけになった

②視聴番組 11/28（土）放送、今週のニュースハイライト

・日々の生活では知ることができなかった事柄を見聞きできた

・平日の伯耆町ニュースを見逃した時の再放送として、また週末にゆっくり伯耆町の話題を知る

ことができる番組として、とてもありがたい

・他所の地域の活動を知り、自分の地域の参考にできる

・日ごろ身近にいない子どもたちの行事など、いろいろな方面の情報を知ることができ有意義

・今よりも情報提供を呼びかけ、些細なことでもニュースで取り上げてほしい

視聴者へ伯耆町の良さが伝わり、町が好きになり、そこから広がるものがあると思う

・伯耆町の現状や良さをどんどん発信していただきたい

③視聴番組 1/22（金）放送、勝手に探 Q 新「1 月 10 日は 110 番の日」

・自身が事件・事故に遭ったときだけでなく、発見時も落ち着いて情報を伝える大切さが分かった

・司令室（110 番するとつながる相手）から想像以上に多くの質問がされていて驚いた

・土地勘のない場所で事件・事故に遭った時は、現在地に近い自動販売機や電柱などを見るという

情報が参考になった

・110 番通報した時のやり取りを出演者が再現していたが、実際はもっと緊迫した状況で落ち着い

て答えることが困難だと思う

・いたずら通報の件数の紹介だけでなく、いたずら通報などで、本当に困っている人に迷惑をかけ

ないよう、正しい使い方への心がけを呼びかけた方が良い

・ニュースを読むときの表情や速さなど、責任（プロ意識）を持ってほしい。

素人っぽさを感じるものもある。

④視聴番組 1/25（月）放送、ピックアップ伯耆「筋賀新年～パルプラスオン&みぞくちテラソで正月太り解消」

・終始、機具の紹介だった。施設のことを知らない人にとっては情報が乏しい

・どうしたらその機具が使え、どのような方（年齢層など）が利用しているかを紹介した方がよい

・コロナ感染対策として消毒などに努めているのがよく分かった

・テロップで利用料金や入会キャンペーンなどの情報も入れてほしかった

・地元にこんな良い施設があり、たくさんの方がこれをきっかけに利用し、高齢になっても

いつまでも元気に楽しく過ごせる町であったらよいな、と感じた



回答者：モニター②30 代女性、長山在住、主婦

※モニター②さんは、２歳～小学生１年生のお子さんが４人いらっしゃいます

①視聴番組 11/18（水）放送、すくすくほうきっこ「子育て情報」

・普段は子育てや家事で、正直見ていない。自分の子どもや友人が出る放送は見ている

・子育て世代からすると、この日の放送は、岸本小学校の授業のニュースで始まり、子育て情報の

コーナー番組が続き、つながりがとてもよかった

・非常時用持ち出し袋「あんしん御守り袋」のニュースは、マスクやごみ袋、飲み物が入っている

という紹介だったが、町の狙い・活用法を知りたかった

・「あんしん御守り袋が配布されます」と言っていたが、送られてくるのか、町職員が家や集落へ

配りに来るのか、分かりづらかった。

・子ども（特に 5 歳の子）が「名探偵サコロンボと怪盗ダンダンの間違い探し」に食いついていた

・情報だけでなく、遊び心のあるコーナーもあって、飽きることなく見ることができた

②視聴番組 11/26（木）放送、ぐるっと知っ得「紅葉スポット」

・コロナ禍で出かけることができない中、屋外で楽しめる情報がとても参考になった

・大阪から 7 年前に引っ越してきたが、鍵掛峠を放送で初めて知って、とても行きたくなった

・紅葉の見ごろがいつまでか知りたかった

・気になっていたカフェのメニュー（ジビエのハンバーガー）が出てきてよかった。

今度行ったときは食べてみようと思った

・紅葉スポットの情報と一緒に、コロナの注意喚起が流れ、出かけるときは感染に気を付ける

という再確認ができ、気が緩みすぎないでよかった

・ぐるっと知っ得のキャラクター・ほっきーは、真面目なニュース番組の中で、明るい声や楽し

い見た目がコーナー全体を明るくしてくれ、見やすい。

・数あるキャラクターのなかで、ほっきーがいちばん好き

③11 月 16 日（月）～11 月 29 日（日）の２週間、放送全体を通して

・以前、舞台や結婚式などでヘアメイクの仕事をしていたので、色味などが気になる。全体的に

青っぽく見えて、アナウンサーの顔色も悪く見え、暗い印象を持った。

・中海テレビニュースは、スタジオ全体に赤みがあり、アナウンサーも血色がよく、元気な印象

・11/19 放送のニュースで、原田アナが岸本中学校の生徒にマスクをせず、近距離でインタビュー

していて、コロナ禍のため違和感を持った。

・「勝手に探Ｑ新」の黄タイツの、薄い被り物を切っただけの口元がどうしても生理的に受け付け

ない。他のキャラクターやコーナーの内容はとても良かっただけに、残念

・情報が多彩で面白い。

・地元の大阪では、こんなに地域に密着した番組が全くないので、びっくり

・子どもも大人も、地元愛が深まるよい番組



④1 月 19 日放送、レクばん「冬の寄せ植え」

・前回のモニター以降、久々に視聴。スタジオが明るくなっていてびっくり。

以前までのどんよりした雰囲気とは違い、とても元気な印象になった

・20～22 日の放送も視たが、暗く見える日もあった。日によって差があるように感じる。

・ニュースの前にはさむアナウンサーの小ネタがとてもためになり、面白い。

今日はどんな話だろうと、毎回いちばん注目している

・コロナ注意喚起のオリジナルＣＭ（家族がコタツを囲んで、親しき仲にもマスクあり！家族の

中にもマスクあり！と呼びかけるもの）が新しく加わっていてよかった。ずっと同じだと慣れ

てしまい意識が薄れるので、定期的に違うバージョンになるとよい。

・長昌寺のニュースでＢＧＭとテロップのみでサザンカのよさを伝えているのがとてもよかった

・花のニュースから寄せ植えを紹介するコーナー番組が始まり、流れがよく、最後まで興味深く

見ることができた

・普段真面目にニュースを読んでいる硲田アナの違う一面を見ることができとてもよかった

⑤1 月 21 日（金）放送、ＨＣＴ特集「伯耆チャレンジカップ大会」

・あさひ保育園のニュースでは園児たちの様子だけでなく、各大会の優勝者を紹介していて、

じっくり内容を見ることができた。子どもへのインタビューは、ほっこりしてよい。

・バレーボールのニュースは、試合前と試合後のインタビューがどちらも入っていて、ドラマチ

ックで感動した

・自分たちの活躍が放送され、６年生にとってもよい思い出になったと思う

・普段子どもたちの様子が見られない保護者にとって、授業や校外学習の様子を見ることができ

る番組はとてもうれしい

・私も小学 1 年生の娘がいるが、学校に取材が入ったと聞くと、必ず録画し絶対に確認する。

・地元の大阪にはこんなに地元に密着した番組など全くないので、とてもありがたい。

・コロナ禍ではあるが、子どもたちの様子をどんどん取材していただきたい

・全体的に、構成などとてもよく考えられている



回答者：モニター③30 代女性、吉長在住、主婦

※モニター③さんは、5 歳のお子さんが１人いらっしゃいます

①11 月 18 日（水）放送、すくすくほうきっこ「子育て情報」

・デンタルフロスの使い方は、5 歳の子どもを持つ親として大変タメになった

・歯の模型や実際にデンタルフロスを使用している映像がとても分かりやすかった

・家でテレビを見ながら学ぶことができるのはとてもよい

・アニメやキャラクターなどの演出があると、子どもと一緒に楽しく視聴できる

・名探偵サコロンボと怪盗ダンダンは、親子で楽しめてよい

②11 月 26 日（木）放送、勝手に探Ｑ新「芸術の秋／陶芸」

・勝手に探Ｑ心は、子どもも好きでよく見ている

・自分も行って体験したいと思える内容だった

・思いのほか、近くで体験できるというのは新しい発見だった

・大山焼久古窯の歴史も紹介してほしかった

・子どもと一緒に体験できるか、何歳からできるかなど、親目線で知りたい情報がなかった

・素焼きと本焼きの工程がなかった。どんな窯でどんな風に焼いているのか見たかった

・この番組は、いつもオチがついていて面白い

・今回も子どもと面白く見ることができた

③1 月 19 日放送、レクばん「冬の寄せ植え」

・冬でも寄せ植えができるのは大きな発見だった

・寄せ植えについては何となく分かっていたが、番組で初めて知ることが多かった

・この時期におすすめの苗や特徴、部屋のどこに置くならどんな苗がよいか、など知りたかった

・子どもにも冬にもきれいに咲く花があるんだよ、と教えてあげながら、一緒に鉢や苗を選んで

寄せ植えをしてみようかなと思った。とても楽しい内容だった

④1 月 20 日放送、すくすくほうきっこ「子育て情報」

・子育て情報というよりは、子どもと一緒に楽しんで見ることができる内容だった

・5 歳の子どもと、カード探しを一緒に楽しんだ。絵柄も雪ダルマや鬼など、季節に合わせたもの

だったので、子どもと話を広げるきっかけになった

・名探偵サコロンボと怪盗ダンダンは、5 歳児には難しかったようで、大人の私でも見つけられ

なかった。大人の脳トレのようなものに近い。

・鳴き声ｸｲｽﾞ「お客さんはだ～れ」は、子どもも楽しそうだった。

特に、ぱんだの鳴き声は聞く機会がないので、すごく新鮮だった

・当てるタイプの内容は親子で楽しめる。シルエットクイズもよいのではないか。

・これからも子どもと一緒に楽しめる番組を期待しています



（４）視聴者から寄せられた意見について（以下２件）

受付日：11 月 20 日

受付方法：伯耆町ＨＰオンラインお問い合わせフォーム

発信者：岸本中学校の保護者

対応者：企画課町づくり推進室・来海

内 容：11/14（土）放送「岸本中学校文化祭」が視聴できなかった

詳 細：録画予約していたが、何部かに分けて放送されることを知らなかったため、見たい部分が録

画できていなかった。同じ理由で、他にも見逃した人がいた。番組表や EPG〔電子番組表〕に

詳しい放送内容・時間を記載してほしかった。 

原因１：番組予定表・ＥＰＧは「11/14（土）岸本中学校文化祭」という記載のみで、学年ごとに放送

時間が分かれていることやその時間ごとの放送内容について記載していなかった。 

原因２：学校から「無観客開催で保護者が観覧できないため、できるだけ全編に近い形で放送してほし

い」という依頼があり、編集の結果、予定していた放送日（11/14 土曜）に収まらなかったた

め、２日間の放送（11/14 土曜+11/15 日曜）に変更した。変更後の放送日程と内容は、放送セ

ンターから学校へ連絡し、学校は保護者へ「学校だより」（11/11 発行）で案内したが、ＥＰ

Ｇの変更はしていなかった。 

対 応：以下のとおりメールで返答し、本人の了承を得た 

・今後放送内容を変更する場合は、これまでの主催者への連絡と番組内での案内に加え、 

 ＥＰＧ、ＨＰや文字放送など、できる限りの手段で、視聴者に広くお伝えする 

・岸本中学校の各クラスへ番組収録ＤＶＤを 1～2枚ずつ提供し、希望者へ貸し出しする 

・時期は未定だが、再放送を行う（1/16、1/17 に実施済み） 

受付日：3 月 22 日

受付方法：電話

発信者：岸本中学校の保護者

対応者：岸本中学校 松原校長、有線放送センター小原

内 容：3/20（土）放送「岸本中学校卒業証書授与式」の音声が聞き取りづらかった

原因１：スピーチ者がマスクを着用していたため声がこもっていた

原因２：マイク音声が体育館に反響し、反響音も収録されていたため、聞き取りづらかった

対 応：松原校長から連絡を受けた有線放送センタースタッフが映像・音声を確認。確かに聞き

取りづらかった。収録したスタッフによると、会場でも聞き取りづらく、実際の音声と

ほぼ同質の音声で収録されているとのこと。録音方法は原因ではないことを松原校長へ

伝え、保護者にも了承いただいた。

（５）訂正放送の実施状況について（期間：R2.3.1～R3.3.31 まで）

なし

（６）放送事故について（期間：R2.3.1～R3.3.31 まで）

   なし                          



２．議 事

（１）自主制作番組に対する意見聴取

 同封のＤＶＤに過去に放送した次の番組を収録しています。

 ご視聴のうえ、それぞれの番組についてご意見・ご感想を別紙回答書へご記入

ください。

①放送日：令和２年１２月７日（月）

番組タイトル：ピックアップ伯耆「ごみの分別」

②放送日：令和３年２月２５日（木）

番組タイトル：ぐるっと知っ得「伯耆町いいとこ探し」

（２）その他 

 日頃ご覧いただいている自主制作番組のほか、伯耆町有線テレビジョン放送に 

対するご意見ご感想を別紙回答書へご記入ください。 



令和２年度 伯耆町有線テレビジョン放送番組審議会委員名簿

審議会委員の任期 ： 令和元年７月１日～令和３年６月３０日

役職 氏名 備考

番組審議会会長 田中 治伸 学識経験者

番組審議会副会長 秋田 寿江 商工会女性部代表

番組審議会委員 加川 賢明
農業委員会会長

※同会長交代に伴う補欠選任

番組審議会委員 小澤 敦彦 伯耆町学校校長会

番組審議会委員 松影 悠
学校支援コーディネーター

※前任者の辞任に伴う補欠選任

事務局 森 道彦 企画課長

事務局 一橋 志郎 企画課町づくり推進室長

事務局 来海 史子 企画課町づくり推進室主任

事務局 日置 祥二 （有）メディアテック（番組制作事業者）

※番組審議会とは

放送法により、放送事業者が設置しなければならないと定められている機関。

 伯耆町においては、伯耆町有線テレビジョン放送施設条例及び伯耆町有線テレビジョン放送番

組審議会規則により設置を定めている。

※主な審議内容

 ・放送番組基準の策定及び変更

 ・番組の試写視聴及び感想

 ・番組に対する意見苦情の概要

 ・訂正放送の実施状況   など

参 考 



○伯耆町有線テレビジョン放送番組審議会規則

（趣旨）

第１条 この規則は、伯耆町有線テレビジョン放送施設条例（平成 17年伯耆町条例第 18号）第
10 条第２項の規定に基づき、伯耆町有線テレビジョン放送番組審議会（以下「放送番組審議会」
という。）の組織、運営等に関し必要な事項を定めるものとする。

（所掌事務）

第２条 放送番組審議会は、町長の諮問に応じ、次に掲げる事項の調査及び審議を行う。

(１) 自主放送番組基準の策定及びその変更に関すること。
(２) その他適正な自主放送番組の制作に必要な事項
（組織）

第３条 放送番組審議会は、委員５人で組織する。

２ 委員は、次に掲げる者のうちから町長が任命する。

(１) 各種団体の長又は職員
(２) 学識経験を有する者
(３) その他町長が必要と認める者
（委員の任期）

第４条 委員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、委員が欠けた場合の補欠委員の任期

は、前任者の残任期間とする。

（会長等）

第５条 放送番組審議会に、会長及び副会長各１人を置く。

２ 会長及び副会長は、委員の互選によって定める。

３ 会長は、会務を総理し、放送番組審議会を代表する。

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。

５ 会長が必要と認めるときは、会議にオブザーバーを置き、及び意見を聞くことができるもの

とする。

（会議）

第６条 放送番組審議会は、会長が招集する。ただし、半数以上の委員から要求があったときは、

会長は放送番組審議会を招集しなければならない。

２ 放送番組審議会の議長は、会長が当たる。

３ 放送番組審議会は、委員の半数以上が出席しなければ、会議を開くことができない。

４ 放送番組審議会の議事は、出席委員の過半数で決定し、可否同数のときは、議長の決すると

ころによる。

５ 放送番組審議会の書記は、会長が任命する。

（庶務）

第７条 放送番組審議会の庶務は、企画課において行うものとする。

（その他）

第８条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、町長が定める。

参 考 



伯耆町有線テレビジョン放送番組基準

第一章 基本原則

（趣 旨）

第１条 伯耆町有線テレビジョン放送事業は、全ての町民の基盤に立つ公共放送の機関として、

何人からも干渉されず、不偏、不覚の立場を守って、放送による言論と表現の自由を確保し、豊

かでよりよい放送を行なうことによって、地域社会における産業の振興、公共福祉の増進と文化

の向上を図る。そのために、次の各号に規定するものを基本原則とする。

１ 基本的人権を尊重し、民主主義精神の徹底を図る。

２ 教養、情操、道徳による人格の向上を図るとともに、合理的精神の要請に努める。

３ 優れた文化の保存と、新しい文化育成、普及に貢献する。

４ 公共放送としての権威と品位を保ち、町民の信頼と要望にこたえる。

５ 災害などの緊急事態に当たっては、率先情報を提供して、人命財産を守り、災害の予防と拡

大防止に寄与する。

第二章 一般放送番組の基準

（人権及び人格）

第２条 人権と人格を尊重し、個人や団体の名誉を傷つけ、信用を損ない職業を差別する恐れの

あるものは取り扱わない。

（宗教、政治、経済）

第 3条 宗教に関する放送は、信仰の自由を尊重し、公正に取り扱うものとする。
２ 政治上の諸問題は公正に取り扱い、公職選挙法に基づく政見放送及び経歴放送は全ての候補

者に平等に提供する。

３ 経済上の諸問題で、町民に重大な影響を与える恐れのあるものは、慎重を期する。

（社会生活）

第４条 社会生活の安定を図ると共に、相互精神を高めるよう努め、公安及び公益を乱すことな

く、暴力行為はいかなる場合も認めない。

２ 犯罪行為に関することは、法律を尊重し、犯人を魅力的に表現したり、犯罪行為を認めない。

３ 風俗に関することは、人命を尊重し、性に関する問題及び不健全な男女関係を魅力的に取り

扱うことを避け、特に青少年の健全育成に努力する。

（表 現）

第５条 放送は全てわかりやすい表現を用い、言葉は原則として共通語とする。ただし、やむを

得ない場合に方言を用いるときは、その地方の人に反感又は不快感を与えるような表現は用いな

い。

２ 町民に恐怖感、不安感又は不快感を与えるような表現は用いない。

３ 放送の内容表現及び災害、気象通報については適正確実に取り扱う。

（広 告 等）

第６条 営業広告及び売名的宣伝を目的とする放送は、公共性等から勘案し、慎重に取り扱う。

第８条 放送が事実と相違していることが明らかになったときは、速やかに取り消し又は訂正す

る。

参 考 



第三章 各種放送番組の基準

（教養番組）

第８条 教養番組は、一般的教養の向上を図り、出来うる限りあらゆる階層の要望を満たして文

化水準を高める。

２ 社会的関心を高め、生活文化についての知識を深める放送とする。

第９条 教養番組は、放送の対象を明確にし、番組の内容がその対象を明確にし、番組の内容が、

その対象にとって有益適切であり教育効果を高める。

２ 放送を通じて教育の機会均等を図る

３ 学校教育及び社会教育の基本方針に基づいて実施し、放送でよりよい学習効果が上がるよう

に努める。

（報道番組）

第 10条 言論の自由を尊重し、事実を速やかに報道する。
２ 緊急的な放送は、緊急放送及び準緊急放送とする。

３ 緊急放送の定義は、火災そのほか人命、財産に関するものをいう。

４ 準緊急放送の定義は緊急放送以外で急を要するものをいう。

（娯楽番組）

第 11条 健全なスポーツ精神を養い、体位の向上に役立つよう努める。
２ 優れた芸能を取り上げ、情操を豊かにするよう努める。

３ 家庭を明るくし、生活を豊かにする健全な娯楽を供給する。

（委 任）

第 12条 この放送番組の基準によるもののほか、必要な事項は町長が別に定めるものとする。


